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広報なかがわ
2010. 3月号 ２

補
助
金

　

•
20
万
円
を
限
度
と
し
て
、
調

　
　

査
研
究
費
用
の
3
分
の
1
の

　
　

額

　

•
3
0
0
万
円
を
限
度
と
し
て
、

　
　

起
業
準
備
費
用
の
3
分
の
1

　
　

の
額

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

2
0
0
万
円
以
内
で
、
運
転
資

　

金
ま
た
は
設
備
資
金
に
対
し
て

　

行
い
ま
す
（
融
資
元
は
、
中
川

　

町
が
指
定
す
る
金
融
機
関
で

　

す
）。

利
子
補
給

　

年
1
．
5
％
以
内

　

貸
付
金
利
の
2
分
の
1

　
　

の
低
い
ほ
う
に
相
当
す
る
額

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

経
済
課
産
業
振
興
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
6

　

中
川
町
内
に
事
務
所
や
事
業
所

を
置
い
て
新
た
に
事
業
を
始
め
る

方
や
、
現
在
事
業
活
動
を
行
っ
て

い
て
新
た
な
分
野
の
事
業
を
始
め

る
方
に
補
助
や
融
資
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

起
業
準
備
の
た
め
の
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
ほ
か
、
起
業
に
関

す
る
調
査
研
究
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
平
成
23
年
3
月

31
日
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

中
川
町
が
認
定
し
た
起
業
調
査

計
画
ま
た
は
起
業
実
現
計
画
を
実

行
す
る
個
人
、
団
体
、
中
小
企
業

者
対
象
者

助
成
の
内
容

残
り
あ
と
1
年

　
お
店
や
事
業
を
始
め
る
方
を
応
援
す
る

中
川
町
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
条
例

中
川
町
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
条
例



３ 広報なかがわ
2010. 3月号

◆
場
所

　

中
川
町
字
安
川
三

　

佐
久
ス
キ
ー
場
跡
地
（
下
写
真
）

◆
植
栽
樹
種

　

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ　

30
本

　

ミ
ズ
ナ
ラ　
　
　
　

30
本

　

キ
タ
コ
ブ
シ　
　
　

20
本

　

ナ
ナ
カ
マ
ド　
　
　

10
本

　

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ　
　

10
本

　

ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ　

5
本

　

か
つ
て
、
佐
久
ス
キ
ー
場
に
は
、

保
育
所
の
園
児
や
小
学
校
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
に
ぎ
や
か
な
声

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
そ
の
役
目
を
終
え
て
い
ま

す
が
、
平
成
21
年
5
月
に
ナ
ナ
カ

マ
ド
林
業
グ
ル
ー
プ
、
N
P
O
法

人
E
C
O
の
声
、
中
川
町
の
3
者

が
協
力
し
て
、
そ
の
跡
地
で
町
民

植
樹
祭
を
行
い
ま
し
た
。
人
と
森

と
が
共
生
す
る
里
山
林
を
目
指
し
、

6
種
1
0
5
本
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
里
山
林
と

し
て
植
樹
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
植
樹
の
森
が
町
民
に
親
し
ま

れ
、
憩
い
の
里
山
林
と
し
て
愛
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
名
前
を
募

集
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
広
葉
樹

は
、
中
川
町
の
森
の
代
表
的
な
樹
種

で
す
。
春
に
は
花
が
咲
き
、
秋
に
は

紅
葉
す
る
よ
う
に
、
景
観
に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
ラ

ー
チ
は
道
立
林
業
試
験
場
が
研
究
開

発
し
た
針
葉
樹
で
す
。

応募方法
　本紙に差し込みの応募用紙に必要事項を記
　入し、提出してください。
　（ファクス、電子メールでも受け付けてい
　ます）

締め切り
　3月19日（金）

その他
　ホームページにも応募情報を掲載していま
　す。
　また、採用者には賞品を進呈します。

応募・問い合わせ先
　経済課産業振興室
　電　　話　7－2811（代表）
　ファクス　7－2440
　e-mail
　　nakagawa-sangyo@mint.hokkai.net

町
民
植
樹
祭
会
場
の
名
前
を
募
集
し
ま
す

町
民
植
樹
祭
会
場
の
名
前
を
募
集
し
ま
す

町
民
植
樹
祭
会
場
の
名
前
を
募
集
し
ま
す

会
場
情
報



広報なかがわ
2010. 3月号 ４

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
福
岡
県
で

の
取
り
組
み
や
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
に
な
る
」
と
い
う
目
標
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
技
指
導
で
は
、
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
・
全
日
本
ス
キ
ー

連
盟
の
コ
ー
チ
か
ら
ス
キ
ー
の
基

礎
や
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

2
回
目
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
中
川
町
と
美
深
町
の
コ
ー
チ

に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
エ
ア
リ
ア
ル
に
挑
戦
す
る

フリースタイルスキー
　スキーで滑りながらエアなどの曲芸をするス
　ポーツです。モーグルやエアリアルなどの競
　技があります。

エアリアル
　ジャンプ台を使って空中に跳び上がり、宙返
　りなどをして着地までの技を競う競技です。
　美深町で盛んに行われています。

上
川
北
部
か
ら

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
道

　
　
「
ス
ノ
ー
キ
ッ
ズ
認
定
」

「ネイチャーゲーム」は、人
間の感覚を使ったさまざまな
活動を通して、自然の不思議
や仕組みを学び、自然と自分
が一体であることに気づくこ
とを目的としています。

写真上）雪に埋もれて、雪の
感覚を全身で感じたり、地面
から見上げる景色を眺める活
動です。
写真下）周りから聞こえてく
る音を記号化してカードに記
入する活動です。

　

上
川
北
部
5
市
町
村
広
域
タ
レ

ン
ト
発
掘
・
育
成
事
業
（
上
川
北

部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
で
は
、
2

回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
体
力
テ

ス
ト
な
ど
の
参
加
者
の
中
か
ら
、

上
位
20
人
を
選
び
、
上
川
北
部
ス

ノ
ー
キ
ッ
ズ
と
し
て
認
定
し
ま
し

た
。

　

ス
ノ
ー
キ
ッ
ズ
を
対
象
と
し
た

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
福
岡
県

の
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
で
来
町
し

　

1
月
の
な
か
が
わ
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
然
体
験
と
し

て
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
北
海
道
教
育
大
学
か
ら

講
師
を
招
き
、
講
義
と
実
技
指
導
を
受
け
、
受
講
し
た
指
導
者
が

組
み
立
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
キ
ッ
ズ
の
参
加
者
に
行
い
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
体
験

ス
ノ
ー
キ
ッ
ズ
た
ち
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
小
さ
な
ジ
ャ
ン
プ
台

で
練
習
す
る
う
ち
に
形
に
な
っ
て

い
き
、「
楽
し
か
っ
た
」「
転
ん
だ

け
ど
、
う
ま
く
で
き
た
」
と
感
想

を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
美
深
町
で
エ
ア
リ
ア

ル
を
練
習
し
て
い
る
ス
ノ
ー
キ
ッ

ズ
か
ら
「
怖
が
ら
ず
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
大
切
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
7
7

な
か
が
わ
キ
ッ
ズ
通
信

な
か
が
わ
キ
ッ
ズ
通
信
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を
知
り
、

健
全
で
豊
か
な
た
く
ま
し
い
心
身
を
も
つ
た
め
に
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おすすめおすすめおすすめ

　「蛍坂」でホタルが織りなすファンタ
ジーを目撃し、生きる希望を取り戻した
仁美。だが、カメラマンとして新たな人
生を踏み出した京都で、写真に所有者の
死が写りこむという超常現象に遭遇する。
それは一体何を訴えているのか‥‥。

　なぜ、相手に理解してもらえないのか、
受け入れてもらえないのか、人間関係が
うまくいかないのか‥‥。人と接すると
きの態度や話し方は、人が人を判断する
ための一番の材料。人に好かれる話し方
のスキルを紹介する。

　子どもでも死刑になるの？　少年院っ
てどんなところなの？　改正少年法は子
どもを守ってくれるの？　「少年犯罪」の
現状を知りぬく著者が、さまざまな疑問
に答える。武富健治によるマンガも収録。

　死別、離別、非婚シングル。老後に生
きる道はあるのか？　現在増えている
「男おひとりさま」の実態を明らかにす
るとともに、人生の下り坂を下りるスキ
ルや一人暮らしの知恵などを、彼らに向
けて伝授する。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
―
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

ど
う
し
て
も
笑
う
こ
と
の
出
来
ぬ
日
は
笑
窪
に
赤
い
金
魚
を
飼
お
う　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

霜
置
き
し
景
色
も
新
鮮
け
さ
の
庭
テ
レ
ビ
は
初
雪
近
し
と
告
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

榾
燃
え
て
ゆ
ら
ぐ
炎
に
火
の
神
の
ほ
ほ
笑
み
を
見
る
カ
ム
イ
ノ
ミ
の
座　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

夕
暮
れ
に
口
ず
さ
む
歌
今
は
な
く
め
く
る
暦
は
風
に
舞
い
散
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

誰
も
見
て
居
ら
ぬ
に
何
故
か
照
れ
笑
ひ
転
び
し
後
の
空
を
仰
ぎ
て　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ふ
く
ふ
く
と
乳
色
の
玉
ゆ
れ
る
よ
う
に
冬
の
陽
の
な
か
幼
子
笑
う　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

這
え
ば
立
て
立
て
ば
歩
め
の
初
笑
い
親
族
つ
ど
い
て
此
の
世
の
極
楽　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

さ
よ
な
ら
も
言
わ
ず
に
君
は
突
然
に
夜
空
に
輝
く
冬
星
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

笑
う
こ
と
体
に
良
い
と
言
い
ま
す
よ　

た
と
え
「
う
そ
」
で
も
大
き
な
声
で　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

侘
助
や
戸
口
を
叩
く
風
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

窓
ガ
ラ
ス
雪
の
結
晶
万
華
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

除
雪
車
の
音
ご
う
ご
う
と
松
納　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

三
日
は
や
湯
気
立
ち
昇
る
カ
ッ
プ
麺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

「
蛍
坂
」吉

村
達
也　
著

「
男
お
ひ
と
り
さ
ま
道
」

上
野
千
鶴
子　
著

5 広報なかがわ
2010. 3月号

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸

「
一
言
変
え
る
だ
け
で
！

も
っ
と
人
に
好
か
れ
る
話
し
方
」

和
田
裕
美　
著

「「
悪
い
こ
と
」し
た
ら
、

　
　
　

ど
う
な
る
の
？
」

藤
井
誠
二　
著

武
富
健
治　
マ
ン
ガ



広報なかがわ
2010. 3月号 ６

　

浴
室
は
、
絶
好
の
健
康
づ
く
り

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
空
間
に
な
り
ま

す
。
継
続
す
れ
ば
、
効
果
は
確
実

に
出
て
き
ま
す
。

　

体
操
の
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
、
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン

グ
の
休
憩
室
に
置
い
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
お
す
す
め
の
体
操
や
女

性
に
う
れ
し
い
体
操
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
宅
で
で
き
る
体
操
も

あ
り
ま
す
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
ほ
し
い
方
は
、
役
場
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

と
し
て
、
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ

イ
ン
グ
2
階
休
憩
室
で
、
温
泉
体

操
教
室
を
3
回
開
催
し
、
延
べ
60

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

温
泉
体
操
の
主
な
効
果
と
、
家

で
も
で
き
る
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

温
泉
･
入
浴
の
効
果

温
泉（
入
浴
）体
操
の
効
果

◆
浮
力
効
果

　

首
ま
で
つ
か
る
と
、
体
重
は
10

　

分
の
1
に
な
り
、
体
を
自
由
に

　

動
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
水
圧
効
果

　

体
の
表
面
に
か
か
る
水
圧
で
、

　

全
身
に
圧
力
が
か
か
り
、
内
臓

　

が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
足

　

の
血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ
が
活

　

発
に
な
り
、
全
体
の
循
環
も
活

　

発
に
な
り
ま
す
。

◆
温
熱
効
果

　

体
が
温
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
血

　

管
が
広
が
っ
て
血
行
が
良
く
な

　

り
、
新
陳
代
謝
が
高
ま
り
ま
す
。

・
浮
力
で
身
体
を
楽
に
動
か
せ
ま

　

す
。

・
お
湯
の
抵
抗
で
筋
力
ト
レ
ー
ニ

　

ン
グ
に
な
り
ま
す
。

・
筋
肉
と
関
節
が
温
ま
っ
て
い
る

　

の
で
運
動
効
果
が
向
上
し
ま
す
。

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　

温
泉
体
操
で
健
康
づ
く
り　

家
で
も
で
き
る
簡
単
体
操

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

左右交互に膝を胸に近づける

両膝を合わせたまま足を開閉する

胸を張って腕を後ろに持ち上げる

首を左右に倒す

足踏みをする

④腹筋を鍛える

③骨盤底筋群（排泄に関係する筋肉）
　を鍛える

②飲み込みをよくし、むせづらくする

①基本の体操

家の風呂でもできる体操



７ 広報なかがわ
2010. 3月号

　

近
年
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂

肪
の
蓄
積
を
問
題
と
し
た
考
え
方
で
す
。

内
臓
脂
肪
が
多
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
習
慣
病
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
事
の
内
容
を
見
直
し
、
内
臓
脂
肪
を

た
め
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
も
の
の
質
と
量
の
目
安
を
つ
け

る
た
め
に
、
栄
養
的
な
特
徴
に
よ
っ
て

4
つ
の
食
品
群
に
分
け
る
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。

　

町
民
へ
の
食
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、

3
群
（
特
に
野
菜
類
）
が
全
体
的
に
目

安
量
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
2
群
と
4

群
は
摂
り
す
ぎ
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

目
安
量
を
参
考
に
量
を
調
節
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

1
群　

牛
乳
、
乳
製
品

2
群　

魚
介
、
肉
、
豆

3
群　

野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
、
い

　
　
　

も
、
果
物

4
群　

穀
類
、
油
脂
、
砂
糖
、
嗜
好

　
　
　

品
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

1群・2群の目安量は、2010年2月号をご覧ください。

成人が1日に食べる目安量

バ
ラ
ン
ス
食
で

内
臓
脂
肪
を
た
め
な
い
体
に

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

食品名 いも類 果物 きのこ類 海藻類 砂糖類 油脂類 穀　類

1日の
目安量

食べもの
ごとの
目安量

男

女

18～29歳
油脂類

25g
（大さじ2）

14g
（大さじ1）

穀　類
米の場合
1.5合

炊いた重量
540g
米の場合
1合

炊いた重量
360g

30～49歳
油脂類

21g
（大さじ1.5）

13g
（大さじ1弱）

穀　類
米の場合
1.4合

炊いた重量
480g
米の場合
1合

炊いた重量
360g

50～69歳
油脂類

16g
（大さじ1強）

8g
（大さじ0.5）

穀　類
米の場合
1.2合

炊いた重量
390g
米の場合
0.9合

炊いた重量
300g

70歳以上
油脂類

14g
（大さじ1）

5g
（大さじ0.3）

穀　類
米の場合
1合

炊いた重量
360g
米の場合
0.7合

炊いた重量
240g

緑黄色野菜
150g

淡色野菜
250g

じゃがいも
中1個
（100g）

80kcal 50g
（戻した状態で）
50g 20g 下表を参考に

野　菜　類
3　　群 4　　群

いろいろな種類を組み合わせて、
目安量を目指しましょう。

参考数値として、各年齢とも平均身長・平均体重・生活活動強度「低い」で算出

いろいろな種類を組み合わせて、
目安量を目指しましょう。

トマト

ピーマン

人参

ほうれん草

キャベツ

大根

玉ねぎ

きゅうり

なす

じゃがいも

さつまいも
60g（約8㎝）

かぼちゃ
90g

みかん
2個

りんご
1／2個

バナナ
中1本

しいたけ

エリンギ

しめじ茸

まいたけ

えのき茸

昆布

わかめ

ひじき

焼きのり

砂糖
大さじ2

はちみつ
約大さじ1

サラダ油

マヨネーズ
大さじ1
⬇
油6g

ごはん

食パン

うどん

そば

油
脂
類
と
穀
類
は
、人
に

よ
っ
て
目
安
量
が
違
い
、

年
齢
・
性
別
・
体
重
・
1
日
の

活
動
量
か
ら
計
算
し
ま
す
。



広報なかがわ
2010. 3月号 ８

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

　「一月行く、二月逃げる、三月去る」と、新年明けてからの日々は足早に過ぎていきますね。
　雪解けと春の訪れはもう少し先になりますが、新１年生になる子どもたちの気持ちはランドセルを背負って
雪解け道を歩いているのかもしれませんね。新しいことへの不安もありますが、それ以上の楽しさや喜びが待
っていることでしょう。
　３月は下のように活動を予定しています。ネンネの赤ちゃんがいる方も妊婦さんも気軽に足を運んでくださ
いね。お待ちしています。

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　1日・2日・5日・8日・12日・15日・16日・23日

＊開放日は変更になること
　があります。

＊今月は子育て講座「料理
　教室」を予定しています。

《３月の活動予定》

中川町地域子育て支援センター「まめちょ」児童センター内（旧幼稚園）
　TEL/FAX  7－2022　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：古川真裕美

ふるかわ ま ゆ み

場　　所 内　　　　　　容

9日（火）
幼児センター 幼児センター開放　9：30～11：30

あそびの広場　　10：00～12：00
「親子料理」

10日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～12：00
「みんな大きくなりました！ お楽しみ会」

17日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～11：30
「簡単おもちゃと小物作り」

（1歳半までのお子さんを持つ家庭と妊婦さん対象）
4日（木）
児童センター
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70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
、

医
療
費
の
3
割
（
小
学
校
入
学
前
の
乳

幼
児
は
2
割
）
を
自
己
負
担
し
、
後
か

ら
申
請
す
る
こ
と
で
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
）
を
病
院
な
ど
の
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
保

険
証
と
印
か
ん
を
持
っ
て
役
場
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
急
な
入
院
で
、
あ
ら
か
じ
め

申
請
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
ご

家
族
の
方
が
申
請
手
続
き
を
す
る
か
、

病
院
の
入
院
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
請
を
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
役
場
の
窓
口
で
高
額
療
養
費
の

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
申
請
に
は
領
収
書
、
保
険
証
、
印
か

ん
、
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

が
必
要
で
す
）。

※
注
意　

乳
幼
児
等
医
療
費
な
ど
の
医

　

療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
が
入

　

院
す
る
場
合
に
も
、
認
定
証
の
申
請

　

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に

入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に

入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に

入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に

入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

　

所
得
が
な
い
学
生
の
方
が
、
将

来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事

故
な
ど
に
よ
っ
て
障
害
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
申
請
し
て

い
た
だ
く
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
（
所
得
の
あ
る
学
生

の
方
は
、
所
得
の
額
が
基
準
額
以

下
の
と
き
に
特
例
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

◆
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年

　

金
を
受
け
取
る
に
は
一
定
の
要

　

件
が
あ
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

　

は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の
受

　

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

　

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

◆
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

　

期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

　

で
あ
れ
ば
、
古
い
期
間
か
ら
順

　

に
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で

　

き
ま
す
（
た
だ
し
、
学
生
納
付

　

特
例
期
間
の
承
認
を
受
け
た
期

　

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

　

3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

　

納
す
る
と
き
は
、
承
認
を
受
け

　

た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期

　

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ

　

さ
れ
ま
す
）。

◆
保
険
料
を
追
納
す
る
に
は
、
申

　

込
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
―
2
7
―
1
6
1
1

所
得
が
な
い
学
生
の
方
に
は

所
得
が
な
い
学
生
の
方
に
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

所
得
が
な
い
学
生
の
方
に
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

学生納付特例期間の年金はこうなります
納　　付

入ります
○

入ります
○

されます
○

学生納付特例

入ります
○

入ります
○

されません
×

未　　納

受給資格
期　　間
年金額に
計　　算

障害基礎年金
遺族基礎年金
（受給資格期間）
老
齢
基
礎
年
金

入りません
×

入りません
×

されません
×

所得区分

注１　上位所得者：国保税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が600万円を超える世帯。
注２　４回目以降：過去12か月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。

一　　　般

上位所得者
（注1）

住　民　税
非課税世帯

自己負担限度額（月額）
80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

＊4回目以降（注2）  44,400円
150,000円＋（医療費－500,000円）×1％

＊4回目以降　83,400円

35,400円
＊4回目以降　24,600円

病院の窓口で提示するもの

保険証 限度額適用・
標準負担額減額認定証

保険証 限度額適用認定証



工 事 ・ 業 務 名 入札 落札率契約業者名 工事などの概要 期　　間 備　考

1月の入札・契約結果1月の入札・契約結果1月の入札・契約結果
契約金額予定価格

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

1／27 95.2％1,239,000円1,300,950円中川町道路台帳修正委託業務 着手　平成22年1月28日
完了　平成22年3月19日

道路台帳図原図作成7路線
道路台帳作成7路線

随意契約
（1社）かたやま測量㈱

1／27 66.6％464,100円697,200円医師住宅カーテン等備品購入
事業 納品　平成22年3月19日

医師住宅
カーテン　2ヶ所　他

指名競争入札
（4社）おしゃれショップはしば

◆
落
ち
着
こ
う
、
振
り
込
む
前
に
相
談
を

　
　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の
弱
み
や
親
子
の
情
愛
に
つ
け
こ

　

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
被
害
者
を
だ
ま
し
て
、
現
金
を
振
り
込

　

ま
せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
不
審
な
電
話
や
ハ
ガ
キ
、
身
に
覚
え

　

の
な
い
郵
便
物
な
ど
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
は
事
実
の
確
認
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◆
振
り
込
め
詐
欺
の
捜
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

怪
し
い
電
話
や
メ
ー
ル
を
受
け
た
と
き
は
、
「
だ
ま
さ
れ
た
ふ

　

り
」
を
し
て
、

　

①
電
話
番
号
、
口
座
番
号
、
現
金
の
送
り
先
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

を
聞
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
電
話
機
の
録
音
機
能
な
ど
で
、
犯
人
と
の
会
話
を
録
音
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　
　

そ
し
て
、
す
ぐ
に
電
話
で
警
察
署
へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

野呂信城さん（77歳）

喜寿おめでとうございます。

安倍きよのさん（88歳）

米寿おめでとうございます。

𠮷田　茂さん（88歳）

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

駐 在 所

広報なかがわ
2010. 3月号 10

「
振
り
込
め
詐
欺
」撲
滅
を
目
指
し
て

「
振
り
込
め
詐
欺
」撲
滅
を
目
指
し
て

「
振
り
込
め
詐
欺
」撲
滅
を
目
指
し
て
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火災・救急
出動件数

火災出動　0件
救急出動　3件
平成22年1月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

冬
に
入
り
、
積
雪
で
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
前

は
、
道
路
交
通
法
に
よ
り
駐
車
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
一
の
災
害
の
た
め
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
「
安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
火
水
槽
前
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

家
庭
な
ど
か
ら
の
廃
消
火
器
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ま
せ
ん
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
消
火
器
を

廃
棄
す
る
と
き
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
を
購
入
し
て
貼
り
付
け
ま
す
。
ま
た
1
月
1
日
以
降
に
製
造
さ
れ

る
消
火
器
は
、
製
品
の
出
荷
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
付
き
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
署
で
は
消
火
器
の
回
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
消
火
器
の
回
収
や
廃
消
火
器
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
消
火
器
取
扱
業
者
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
3
|
5
8
2
9
|
6
7
7
3
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
、
「
無
火
災
」
と
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
」
を
願
う
意
味
を
こ
め
、
干
支
の
雪
像
を
消
防

庁
舎
前
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
平
成
23
年
6
月
か
ら

義
務
化
さ
れ
ま
す
が
、
消
防
署
で
は
、
火
災
で
命
を
落

と
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
早
期
設
置
を
お
願
い
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
像
は
、
2
月
末
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
展
示
し
て
い
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
お
子
様
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
。

1
月
1
日
か
ら
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

付・
夫
（
信
夫
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

竹
中　

豊
子　

様

・
夫
（　

男
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

林　
　

辰
子　

様

・
夫
（
俊
次
郎
様
）
死
去
に
際
し

て　
　
　
　
　

野
崎　

ス
ミ　

様

・
母
（
ス
ズ
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

木
村　
　

勇　

様

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

大
富
二　

竹
中　

信
夫　
様（
79
歳
）

中　

川　

林　
　
　

男　

様（
83
歳
）

国　

府　

野
崎
俊
次
郎　

様（
84
歳
）

中　

川　

木
村　

ス
ズ　
様（
91
歳
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

御
囲　

修
一　

様
（
国　

府
）

　

竹
本　

久
美　

様
（
美
深
町
）

1月21日●農 業 委 員 会 総 会
　　　　●行 政 改 革 推 進 委 員 会
1月28日●食　育　推　進　会　議
1月29日●次世代育成支援
　　　　　　後期行動計画策定委員会

火事と救急は119番

議会・各種委員会
の開催状況

防
火
水
槽
前
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

1
月
1
日
か
ら
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

住宅用火災警報器

平成23年
6月から
義務化

平成23年
6月から
義務化

今
年
は
猫

今
年
は
猫
？
熊
？
い
い
え
寅
で
す

い
い
え
寅
で
す

今
年
は
猫
？
熊
？
い
い
え
寅
で
す
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火
の
気
が
な
く
て
も
火
事
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

石
垣　

琴
乃

　

私
は
こ
の
前
、
と
て
も
こ
わ
い

体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ゲ
ー

ム
を
充
電
し
よ
う
と
し
た
時
の
こ

と
で
す
。
え
ん
長
コ
ー
ド
を
持
っ

た
時
、「
バ
チ
ッ
」
と
大
き
な
音
と

火
花
が
出
て
、
こ
げ
く
さ
い
に
お

い
が
し
て
き
ま
し
た
。
え
ん
長
コ

ー
ド
に
さ
し
た
ま
ま
に
し
て
あ
っ

た
ゲ
ー
ム
の
充
電
器
の
プ
ラ
グ
の

部
分
に
、
た
ま
た
ま
近
く
に
あ
っ

た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
金
具
が
は
さ

ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の

時
は
、
家
に
お
父
さ
ん
も
お
母
さ

ん
も
い
た
の
で
火
事
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し

誰
も
い
な
い
時
だ
っ
た
ら
、
私
の

家
が
火
事
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
電
気
配

線
か
ら
起
こ
る
火
事
に
は
他
に
ど

ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

意
外
と
身
近
で
起
こ
る
こ
と
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
電
気

配
線
が
家
具
の
下
じ
き
に
な
っ
た

　

石
垣
琴
乃
さ
ん
（
中
央
小
学
校

5
年
生
）
の
作
文
「
火
の
気
が
な

く
て
も
火
事
に
な
る
」
が
、
平
成

21
年
度
火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
で
み
ご
と
北
海
道
少
年
婦
人
防

火
協
議
会
長
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

全
道
の
小
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
3
5
4
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
栄
誉
を
讃
え
て
、
上
川
合
同
庁

舎
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
垣
さ
ん
の
作
品
と
表
彰
伝
達

式
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
垣
さ
ん
は
、
体
験
を
生
か
し

電
気
火
災
の
原
因
や
対
策
に
つ
い

て
詳
し
く
調
べ
て
い
ま
し
た
。

　

冬
は
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
災
予
防

に
留
意
し
、
「
安
心
と
安
全
の
町

づ
く
り
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
消
防
支
署　

予
防
係

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
1
1
9

り
す
る
と
、
配
線
に
負
荷
が
か
か
り

発
熱
し
ま
す
。
や
が
て
コ
ー
ド
の
ま

わ
り
が
燃
え
周
囲
に
火
が
移
り
ま
す
。

配
線
は
知
ら
な
い
う
ち
に
家
具
の
下

じ
き
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
す
。
他
に
も
、
長
い
電
気
コ
ー
ド

を
じ
ゃ
ま
に
な
る
か
ら
と
束
ね
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
ぶ
な
い
で
す
。
電
気

を
使
う
コ
ー
ド
は
発
熱
し
ま
す
。
特

に
、
束
ね
た
じ
ょ
う
た
い
で
使
用
す

る
と
、
放
熱
さ
れ
ず
ど
ん
ど
ん
熱
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
ま
い
に
は
コ

ー
ド
の
ま
わ
り
が
溶
け
て
、
燃
え
だ

し
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
差
し

っ
ぱ
な
し
の
コ
ン
セ
ン
ト
も
危
険
で

す
。
差
し
っ
ぱ
な
し
の
コ
ン
セ
ン
ト

の
す
き
ま
に
は
、
ほ
こ
り
が
た
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
こ
り
が
湿
気

を
吸
う
と
、
差
し
刃
間
に
小
さ
な
電

流
が
流
れ
、
く
り
返
し
て
い
る
う
ち

に
発
熱
し
火
災
に
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
火
事
が
起
き

ず
に
す
む
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

と
て
も
簡
単
な
事
で
す
。
電
気
コ
ー

ド
を
使
う
時
は
何
か
の
下
じ
き
に
な

っ
て
い
な
い
か
か
く
に
ん
し
て
束
ね

た
り
し
な
い
事
で
す
。
ま
た
、
コ

ン
セ
ン
ト
は
定
期
的
に
点
検
し
、

た
ま
っ
た
ほ
こ
り
は
か
わ
い
た
布

な
ど
で
き
れ
い
に
そ
う
じ
す
れ
ば

良
い
の
で
す
。
ま
た
、
私
の
よ
う

に
コ
ン
セ
ン
ト
の
近
く
に
金
ぞ
く

の
物
が
無
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

事
も
大
切
で
す
。
ち
ょ
っ
と
気
に

す
る
だ
け
で
防
げ
る
火
事
が
あ
る

の
で
す
。

　

私
は
二
度
と
こ
わ
い
思
い
は
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
火
事

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
垣
琴
乃

石
垣
琴
乃
さ
ん
さ
ん（
中
央
小
学
校
）

（
中
央
小
学
校
）が
火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
ま
し
た

が
火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
ま
し
た

石
垣
琴
乃
さ
ん（
中
央
小
学
校
）が
火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
ま
し
た
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す
る
際
に
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ

な
ど
の
努
力
義
務
が
労
使
に
課
せ

ら
れ
る
、
④
年
次
有
給
休
暇
が
時

間
単
位
で
も
取
得
可
能
に
な
る

（
労
使
協
定
が
必
要
）、
な
ど
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課☎
0
1
1
│
7
0
9
│
2
3
1
1

◆
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

・
受
験
資
格

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
、
平

成
元
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で

大
学
卒
業
ま
た
は
平
成
23
年
3
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

・
第
1
次
試
験
日

　

5
月
2
日（
日
）

・
第
2
次
試
験
日

　

5
月
23
日（
日
）、5
月
27
日（
木
）

〜
6
月
11
日（
金
）

・
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
4
月
1

日
（
木
）
午
前
9
時
〜
4
月
3
日

（
土
）
午
後
10
時
、
郵
送
ま
た
は

持
参
で
は
4
月
1
日（
木
）〜
4
月

8
日（
木
）

　

9
月
に
開
催
し
た
中
川
町
敬
老
会
で
贈
呈
し
た
「
敬
老
記
念

品（
商
品
券
）」
の
利
用
は
、
3
月
31
日（
水
）ま
で
で
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室　

☎
7
|
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

◆
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

・
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
、
平
成

元
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、

大
学
、
短
大
、
高
専
を
卒
業
ま
た

は
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

・
第
1
次
試
験
日

　

6
月
20
日（
日
）

・
第
2
次
試
験
日

　

7
月
21
日（
水
）〜
8
月
4
日

（
水
）

・
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
4
月
10

日
（
土
）
午
前
9
時
〜
4
月
14
日

（
水
）
午
後
5
時
、
郵
送
ま
た
は

持
参
で
は
4
月
12
日（
月
）〜
4
月

21
日（
水
）

◆
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

・
受
験
資
格

　

平
成
元
年
4
月
2
日
〜
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

・
第
1
次
試
験
日

　

9
月
5
日（
日
）

・
第
2
次
試
験
日

　

10
月
14
日（
木
）〜
10
月
21
日

（
木
）

・
受
付
期
間

　

6
月
22
日（
火
）〜
6
月
29
日

（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試

験
係

☎
0
1
1
|
2
4
1
|
1
2
4
8

　

「
予
備
自
衛
官
補
」
と
は
、
普

段
は
社
会
人
や
学
生
で
あ
っ
て
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官
と

し
て
社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

制
度
で
す
。
一
般
と
技
能
の
公
募

コ
ー
ス
が
あ
り
、
平
成
21
年
7
月

1
日
ま
で
に
全
国
で
7
，
6
0
8

名
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
身　

分

　

非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
採
用
年
齢

　

一
般
公
募
は
、
18
歳
以
上
34
歳

　

未
満
、
技
能
公
募
は
、
18
歳
以

　

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て

　

53
歳
〜
55
歳
未
満

◆
訓
練
内
容

　

一
般
公
募
は
、
3
年
以
内
に
50

　

日
間
、
技
能
公
募
は
2
年
以
内

　

に
10
日
間
の
教
育
訓
練
を
受
け

　

ま
す
（
訓
練
中
の
食
事
、
宿
舎
、

　

被
服
な
ど
は
無
料
で
す
）。

◆
教
育
訓
練
召
集
手
当

　

7
，
9
0
0
円
（
日
額
）

　

（
自
宅
か
ら
訓
練
地
ま
で
の
交

　

通
費
を
支
給
し
ま
す
）

◆
応　

募

　

電
話
連
絡
ま
た
は
名
寄
出
張
所

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
広
報
官

　

が
対
応
し
ま
す
。

◆
受　

付

　

平
成
22
年
4
月
9
日
ま
で

◆
試
験
日

　

平
成
22
年
4
月
17
日
〜
19
日
の

　

う
ち
の
1
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
│
2
│
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目
45

　

長
時
間
労
働
の
抑
制
、
労
働
者

の
健
康
確
保
、
仕
事
と
暮
ら
し
の

調
和
を
図
る
た
め
に
労
働
基
準
法

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
内
容
は
、
①
1
ヶ
月
60
時

間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す

る
割
増
賃
金
率
が
5
割
増
以
上
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
（
中
小
企
業
に

対
す
る
猶
予
措
置
あ
り
）、②
割
増

賃
金
の
引
き
上
げ
分
の
支
払
い
に

代
え
た
代
替
休
暇
の
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
る
（
労
使
協
定
が
必
要
で

す
）、
③
限
度
時
間
（
月
45
時
間
な

ど
）
を
超
え
た
時
間
外
労
働
に
、

特
別
条
項
付
き
労
使
協
定
を
締
結

平
成
22
年
度
採
用

　
「
予
備
自
衛
官
補
」を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら

労
働
基
準
法
が
変
わ
り
ま
す

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

　

受
験
者
を
募
集
し
ま
す

お 知 ら せ

敬
老
記
念
品（
商
品
券
）の

敬
老
記
念
品（
商
品
券
）の

　
　
　
　
　

ご
利
用
は
お
早
め
に

ご
利
用
は
お
早
め
に

敬
老
記
念
品（
商
品
券
）の

　
　
　

ご
利
用
は
お
早
め
に



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
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町の人口
（1月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,885人（－１）

927人（＋２）

958人（－３）

908戸（－１）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　野菜が少なくなる冬の保存
食として、また、発酵すること
で栄養価もうまみも増す漬物
を使った料理教室に主婦の皆
さんが集いました。ご飯のお供
や箸休めとして使われること
の多い脇役が、この日は主役
として食卓を飾りました。

　幼児センターとまめちょで豆まきが行われました。かわいい子鬼たちが
大きな鬼に豆をぶつけ、心の中に住む鬼を退治しました。片付けやすいよ
うにまいた殻つきの落花生は逃げ惑う子鬼たちに踏まれ、掃除をするのも
また節分の風物詩といったところです。

鬼は外、福は内


	610P01
	610P02
	610P03
	610P04
	610P05
	610P06
	610P07
	610P08
	610P09
	610P10
	610P11
	610P12
	610P13
	610P14

